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No.146 　令和６年９月１日発行　議会だより美里  
投票所の人件費は､①民間の投票管理者１人１万2,800 円、立会人3人それぞれに
１万900 円、②町の職員４人それぞれに３万1,200 円を支給しており、１投票所の人
件費は8人で17万300 円。11投票所全体の人件費は88人で187万 3,300円です。

問

問
投
票
所
は
、
一
般
的
に
小

学
校
区
の
範
囲
内
に
お
け

る
地
勢
、
交
通
利
便
の
状
況
、
選

挙
人
の
数
等
に
応
じ
て
設
置
さ
れ

て
お
り
、
投
票
所
か
ら
選
挙
人
の

住
所
ま
で
の
距
離
の
上
限
は
約
３

キ
ロ
、
ま
た
１
投
票
所
に
お
け
る

選
挙
人
数
の
上
限
は
お
お
む
ね

3
、0
0
0
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
過
度
に
小
規
模
な
投
票

所
に
つ
い
て
は
統
合
す
る
等
、
規

模
の
適
正
化
に
努
め
る
こ
と
も
必

要
と
さ
れ
て
お
り
、
何
事
に
お
い

て
も
聖
域
を
設
け
ず
に
、
不
断
の

見
直
し
・
改
善
を
図
る
こ
と
は
大

切
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

町
内
11
の
投
票
所
の
中
に
は
、

有
権
者
数
が
4
4
2
人
の
所
が
１
、

ま
た
5
0
0
人
ほ
ど
の
所
が
３
か

所
あ
り
ま
す
。
昭
和
51
年
以
降
、

投
票
所
数
の
見
直
し
を
し
て
い
な

い
こ
と
、
ま
た
こ
の
間
人
口
も
減

少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
投
票
所

の
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
が
答
弁
を
求
め
ま
す
。

書
記
長
美
里
町
の
投
票
所
は
、
有

権
者
数
が
1
、0
0
0
人

を
超
え
る
投
票
所
は
４
し
か
な

く
、
他
市
町
村
に
比
べ
て
投
票
所

の
有
権
者
数
は
少
な
い
で
す
。
ま

た
、
各
投
票
所
の
有
権
者
数
は
約

1
、2
0
0
人
か
ら
4
4
0
人
と

約
３
倍
の
差
が
あ
り
ま
す
。

　
有
権
者
数
の
少
な
い
投
票
所
を

統
合
す
る
と
各
投
票
所
の
有
権
者

数
の
バ
ラ
ン
ス
も
均
衡
し
て
き
ま

す
が
、
そ
の
場
合
施
設
の
大
き
さ

や
駐
車
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
適
当
で

あ
る
施
設
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、
近
隣
の
町
の
投
票
所

数
等
は
、
①
寄
居
町
人
口
３
万

2
、1
0
0
人
・
投
票
所
15
、
②

上
里
町
人
口
３
万
4
8
6
人・
投

票
所
10
、
③
神
川
町
人
口
１
万

2
、9
8
4
人・
投
票
所
10
、
④
美

里
町
人
口
１
万
8
2
5
人・
投
票

所
11
で
す
。

問
投
票
所
を
見
直
し
て
、
誰

で
も
、
ど
こ
の
投
票
所
に

お
い
て
も
投
票
で
き
る「
共
通
投
票

所
」
を
設
け
て
、
投
票
者
の
利
便

性
の
向
上
及
び
投
票
率
の
向
上
を

目
指
し
て
い
る
町
が
あ
り
ま
す
。

　

群
馬
県
の
明
和
町
（
人
口

１
万
7
8
2
人
）
は
、
令
和
元
年

７
月
か
ら
７
投
票
区
を
３
投
票
区

に
見
直
し
、
ま
た
、
邑
楽
町（
人

口
２
万
5
、0
0
0
人
）
は
、
令

和
４
年
７
月
か
ら
12
投
票
区
を
５

投
票
区
に
見
直
し
て
、
全
て
共
通

投
票
所
に
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

共
通
投
票
所
へ
の
投
票
シ
ス
テ
ム

の
導
入
費
用
及
び
交
通
弱
者
へ
の

移
動
支
援
に
つ
い
て
は
補
助
制
度

も
あ
り
ま
す
。

　

投
票
所
を
見
直
し
て「
共
通
投

票
所
」
に
し
、住
ん
で
い
る
地
域・

字
に
関
係
な
く
、
選
挙
人
は
ど
こ

の
投
票
所
で
も
投
票
で
き
る
よ
う

に
検
討
し
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ

う
か
。
答
弁
を
求
め
ま
す
。

書
記
長
県
内
に
は
共
通
投
票
所
を

設
置
し
た
市
町
村
は
あ
り

ま
せ
ん
。
共
通
投
票
所
に
つ
い
て

は
、適
切
な
施
設
の
確
保
に
加
え
、

二
重
投
票
を
防
止
す
る
た
め
複
数

の
投
票
所
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
投
票
所
を
投
票
者
が

選
択
す
る
こ
と
が
で
き
、
選
挙
人

に
と
っ
て
利
便
性
の
高
い
期
日
前

投
票
所
の
推
進
や
共
通
投
票
所
の

設
置
は
、
投
票
事
務
従
事
者
へ
の

負
担
減
少
や
事
務
経
費
の
削
減
に

も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
研
究
内

容
に
ふ
さ
わ
し
い
提
案
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
の
で
、
美
里
町
選

挙
管
理
委
員
会
委
員
に
伝
え
て
ま

い
り
ま
す
。

美
里
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
に
伝
え
て
ま
い
り
ま
す

（
総
務
課
）

投
票
所
の
見
直
し
・
改
革
・
改
善
に
つ
い
て
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No.146 　令和６年９月１日発行　議会だより美里
魅力あるまちづくりの推進は、移住・定住人口の増加を目指した住
宅の整備や、日常の買い物などの生活利便性向上を目指した計画的
な土地利用への転換が最重要課題です。

問

解
体
や
維
持
管
理
で
お
困
り
の
方
に
対
し
、
補
助
制
度

等
の
情
報
提
供
や
困
り
ご
と
相
談
を
実
施
す
る（
町
長
）

空
き
家
及
び
集
落
地
内
農
地
の
宅
地
化
等
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
等
に
つ
い
て

問
人
が
住
ま
な
く
な
っ
た
家

は
、
湿
気
が
こ
も
り
、
劣

化
し
や
す
い
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
。倒
壊
の
恐
れ
が
高
ま
る
ほ
か
、

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
や
空
き
巣
な
ど

の
犯
罪
も
誘
発
す
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
私
有
財
産
と
は
い
え
、

地
域
へ
の
悪
影
響
も
あ
り
、
放
置

で
き
な
い
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。

昨
年
度
、
空
き
家
の
持
ち
主
に
対

し
、
建
物
の
管
理
状
況
や
将
来
の

利
活
用
の
意
向
な
ど
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
た
と
の
報
告
で

あ
り
ま
す
。
所
有
者
の
中
に
は
、

何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
思
い
な
が

ら
も
、
高
齢
な
ど
の
理
由
で
対
処

で
き
な
い
方
も
お
り
ま
す
。
今
後

の
課
題
は
、
荒
廃
し
た
空
き
家
の

解
体
と
改
修
、
再
利
活
用
だ
と
思

い
ま
す
。
当
町
の
現
在
の
空
き
家

件
数
、
ま
た
、
移
住
・
定
住
政
策

と
し
て
、
空
き
家
利
活
用
等
に
つ

い
て
、
所
有
者
へ
の
窓
口
相
談
等

に
つ
い
て
も
お
聞
き
し
ま
す
。

町
長
今
回
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答

い
た
だ
い
た
方
で
解
体
の

意
向
が
あ
る
方
や
維
持
管
理
で
お

困
り
の
方
に
対
し
、
補
助
制
度
等

の
情
報
提
供
や
困
り
ご
と
相
談
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

建
設

課
長
現
在
の
空
き
家
件
数
は
、

住
宅
が
２
０
０
件
、店
舗・

事
務
所
が
19
件
、
集
合
住
宅
が
２

件
、
工
場
・
倉
庫
・
物
置
が
10
件
、

そ
の
他
４
件
で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
か
ら
、
補
助
制
度
等
の
周
知

が
不
十
分
で
す
の
で
、
引
き
続
き

周
知
す
る
と
と
も
に
、
個
別
に
相

談
対
応
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
移

住
政
策
と
し
て
は
、
移
住
・
定
住

促
進
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
埼
玉
県
北
部
７
市
町
と

連
携
し
て
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
県
内
の
自

治
体
に
は
、
空
き
家
を
取
得
し
、

居
住
す
る
方
に
改
修
工
事
の
一
部

補
助
等
を
行
っ
て
い
る
町
も
あ

り
、
現
在
、
調
査
・
研
究
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
は
、
役
場
か
ら
直

接
連
絡
し
、
所
有
者
と
一
緒
に
解

決
方
法
を
考

え
て
い
く
な

ど
、
個
別
に

対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。

集
落
地
内
農
地
の
宅
地
化

等
に
つ
い
て

問
人
口
減
少
を
最
小
限
に
す

る
施
策
の
一
つ
に
住
宅
問

題
が
あ
り
ま
す
。
集
落
内
に
点
在

す
る
農
地
の
宅
地
化
に
つ
い
て
、

県
へ
の
働
き
掛
け
や
各
種
行
政
手

腕
を
迅
速
に
実
施
す
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
ま
す
。
移
住
・
定
住
人

口
の
増
加
対
策
や
農
業
の
担
い
手

を
増
や
す
た
め
に
、
農
地
を
転
用

し
や
す
い
仕
組
み
に
す
る
こ
と
が

重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
が
答
弁
を

求
め
ま
す
。

建
設
課
長
定
住
・
移
住
を
促
進
さ
せ

る
た
め
に
は
、
宅
地
の
確

保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。
集
落
内
の
遊
休

農
地
で
、
建
築
基
準
法
上
、
建
築

可
能
と
な
る
接
道
が
な
い
こ
と
や

農
地
転
用
に
時
間
が
か
か
る
な
ど

の
課
題
か
ら
宅
地
化
が
進
ん
で
い

ま
せ
ん
。
対
策
と
し
て
、
集
落
内

の
遊
休
農
地
を
民
間
事
業
者
に
よ

る
宅
地
化
を
促
進
す
る
た
め
、
道

路
や
上
下
水
道
整
備
に
係
る
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
で
住
宅

地
の
創
出
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
、
制
度
設
計
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
併
せ
て
、
分

譲
住
宅
な
ど
の
民
間
開
発
を
促
す

た
め
、
町
の
開
発
基
準
の
直
し
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
地
域
防
災
の
拠
点
づ
く
り
に
つ
い
て

・
水
殿
瓦
窯
跡
周
辺
に
予
定
の
防

災
公
園
等
に
つ
い
て
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No.146 　令和６年９月１日発行　議会だより美里  「自立可能性自治体」とは、日本において 30 年後の推計で「20 代
から 30 代の若年女性人口の減少率」が 20％未満の自治体です。

問

子
育
て
支
援
強
化
の
た
め
の
役
場
の
組
織
の
再
編
を
行
い
取

組
を
強
化
し
、新
た
な
事
業
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
（
町
長
）

消
滅
可
能
性
自
治
体
か
ら
脱
却
～
滑
川
町
の
よ
う
な

「
自
立
可
能
性
自
治
体
」
に
な
る
た
め
の
今
後
の
課
題
は

問
美
里
町
が
消
滅
可
能
性
自

治
体
か
ら
脱
却
し
ま
し

た
。
要
因
と
し
て
、
昨
年
度
の
出

生
数
の
増
加
が
挙
げ
ら
れ
ま
す

が
、
こ
の
増
加
を
維
持
す
る
た
め

の
施
策
を
伺
い
ま
す
。

町
長
人
口
戦
略
会
議
の
報
告
書

で
は
、
2
0
5
0
年
ま
で

の
30
年
間
の
推
計
で
20
歳
か
ら
39

歳
ま
で
の
若
年
女
性
人
口
が
50
％

以
上
減
少
す
る
自
治
体
を
消
滅
可

能
性
自
治
体
と
し
て
い
ま
す
。
美

里
町
は
30
年
間
の
若
年
女
性
人
口

の
減
少
率
は
△
38
・
３
％
で
、
前

回
10
年
前
の
分
析
よ
り
19
・
5
ポ

イ
ン
ト
改
善
し
た
と
公
表
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
、
妊
産
婦
医
療
費
助

成
金
や
ミ
ム
リ
ン
出
産
祝
金
、
18

歳
ま
で
の
医
療
費
、
小
中
学
校
給

食
費
の
無
償
化
、
多
子
世
帯
の
保

育
料
の
軽
減
な
ど
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
子
育
て

支
援
強
化
の
た
め
の
役
場
の
組
織

の
再
編
成
を
行
い
取
組
を
強
化

し
、
新
た
な
事
業
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

問
今
後
も
美
里
町
が
消
滅
可

能
性
自
治
体
に
戻
ら
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
地
域
全

体
の
魅
力
向
上
や
安
定
促
進
が
必

要
で
す
が
、
町
が
取
り
組
む
べ
き

具
体
的
な
施
策
を
伺
い
ま
す
。

町
長
寄
居
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
を
生
か
し
、
役

場
か
ら
松
久
駅
ま
で
の
エ
リ
ア
を

中
心
拠
点
地
区
と
し
て
位
置
づ

け
、
生
活
、
経
済
活
動
の
中
心
と

な
る
機
能
の
集
積
等
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
雇
用
の
確
保
や
買
物
な

ど
の
生
活
の
利
便
性
が
増
し
、
エ

リ
ア
価
値
の
向
上
が
見
込
め
、
町

全
体
の
魅
力
向
上
に
繋
が
る
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

問
定
住
を
促
進
す
る
た
め
の

取
組
と
し
て
、
ど
の
よ
う

に
若
者
や
子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
て
い
く
の
か
伺
い
ま

す
。町

長
通
学
や
通
勤
に
伴
う
新
幹

線
定
期
券
の
補
助
制
度

（
最
大
２
万
円
／
月
）、
結
婚
を
機

に
美
里
町
に
定
住
を
促
す
仕
組
み

と
し
て
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
の

実
施
、
貸
与
を
受
け
た
奨
学
金
の

返
還
金
の
一
部
補
助
、
３
歳
～
5

歳
ま
で
の
主
食
費
、
副
食
費
相
当

を
補
助
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
地
域
経
済
を
活
性
化
す
る

た
め
の
具
体
的
戦
略
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

町
長
産
業
団
地
に
よ
る
雇
用
創

出
と
と
も
に
、
そ
こ
で
働

く
人
た
ち
の
町
内
定
住
の
促
進
を

住
宅
地
の
創
出
に
よ
り
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
町
内
で
の
消
費
活
動

の
推
進
策
と
し
て
、
中
心
拠
点
地

区
へ
の
商
業
施
設
の
誘
致
の
ほ
か
、

既
存
の
商
店
や
事
業
者
が
中
心
拠

点
地
区
へ
参
加
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
滑
川
町
は
県
内
唯
一
の
自

立
可
能
性
自
治
体
で
す
。

滑
川
町
の
よ
う
な
自
立
可
能
性
自

治
体
に
な
る
た
め
の
具
体
的
な
対

応
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長
滑
川
町
の
要
因
は
二
つ
あ

る
と
報
道
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
東
武
鉄
道
が
行
っ
た
、
つ
き

の
わ
駅
周
辺
の
戸
建
て
住
宅

1
0
0
0
区
画
の
分
譲
と
、
全
国

に
先
駆
け
て
行
っ
た
医
療
費
、
給

食
費
の
無
償
化
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
町
と
し
て
は
、
民
間
の
事
業

者
が
宅
地
開
発
し
や
す
い
よ
う
な

仕
組
み
づ
く
り
と
、
コ
ン
パ
ク
ト

な
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
中
心
拠
点

地
区
周
辺
に
居
住
を
誘
導
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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No.146 　令和６年９月１日発行　議会だより美里
今年 12 月 2 日以降、保険証利用登録がされたマイナンバーカードを保有
していない方には、発行済み保険証の有効期限が切れる前に申請いただく
ことなく「資格確認書」が交付され、引き続き医療を受けることができます。

問

保
険
証
に
代
る
資
格
確
認
書
が
出
ま
す
の
で
医
療
機
関

に
は
同
じ
よ
う
に
か
か
れ
ま
す
（
住
民
保
険
課
）

国
保
被
保
険
者
証
か
ら
今
後
の
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
ど
の

よ
う
に
移
行
し
て
い
く
の
か

マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
に
つ

い
て問

令
和
６
年
12
月
２
日
以
降

は
、
国
保
運
営
委
員
会
に

て
新
規
保
険
者
証
の
発
行
の
予
定

は
な
い
と
伺
い
ま
し
た
。
マ
イ
ナ

保
険
証
の
普
及
率
が
約
60
％
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
単
純
計
算
す
る

と
、
国
保
加
入
者
の
う
ち
の
40
％

の
約
９
６
０
人
が
国
保
被
保
険
者

証
に
代
わ
る
資
格
確
認
書
に
移
行

す
る
が
、
国
保
被
保
険
者
証
か
ら

今
後
の
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
ど
の
よ

う
に
移
行
し
て
い
く
の
か
伺
い
ま

す
。住

民
保

険
課
長
令
和
６
年
４
月
分
の
集

計
で
は
61
・
７
％
の
方

が
マ
イ
ナ
保
険
証
を
登
録
し
て
い

る
状
況
で
、
令
和
５
年
４
月
分
は

約
１
年
前
を
見
ま
す
と
51
・
6
％

で
す
。

　
こ
の
１
年
間
の
間
に
10
・
１
ポ

イ
ン
ト
増
で
す
。
毎
月
毎
月
保
険

証
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
の
割
合

は
増
え
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
保
険

証
の
登
録
を
し
て
い
な
い
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
お
持
ち
の
方
、
ま
た
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
お
持
ち
で
な
い
方

で
も
、
保
険
証
の
代
わ
り
と
な
る

資
格
確
認
書
が
出
ま
す
の
で
、
資

格
確
認
書
を
ご
利
用
す
る
こ
と
で

医
療
機
関
に
は
同
じ
よ
う
に
か
か

れ
ま
す
。
資
格
確
認
書
有
効
期
限

は
１
年
の
も
の
が
、
ず
っ
と
続
く

予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
庄
寄
居
線
バ
ス
に
つ
い
て

問
現
在
の
本
庄
駅
南
口
か
ら

寄
居
車
庫
ま
で
の
路
線
バ

ス
は
、往
復
す
る
６
便
の
み
で
す
。

朝
の
便
は
社
会
人
に
も
学
生
に
も

利
用
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
帰
り
の
最
終
便
は
寄
居
発
が

17
時
５
分
、
本
庄
駅
南
口
発
が
17

時
59
分
で
す
。
１
年
間
の
現
在
の

利
用
者
が
１
万
２
６
２
人
、
１
日

に
計
算
す
る
と
た
っ
た
約
28
人
と

い
う
計
算
に
な
り
ま
す
。
非
常
に

残
念
な
数
字
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
美
里
町
住
民
の
た
め
に
本
庄

駅
南
口
か
ら
２
便
程
度
の
増
便
が

で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

総
合
政

策
課
長
本
庄
駅
南
口
か
ら
寄
居

車
庫
ま
で
の
路
線
バ
ス

の
運
行
は
、
時
代
の
変
化
と
と
も

に
利
用
者
が
減
少
し
、
現
在
人
件

費
や
運
行
費
の
一
部
を
沿
線
の
本

庄
市
・
美
里
町
・
寄
居
町
で
負
担

し
て
お
り
ま
す
。こ
の
負
担
額
は
、

合
計
で
年
間
６
６
０
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
う
ち
美
里
町
は

２
２
０
万
円
と
多
額
の
費
用
を
負

担
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
の
中
、
議
員
ご
質
問
の
バ
ス

の
増
便
を
す
る
こ
と
に
つ
き
ま
し

て
は
、
現
在
の
市
町
の
負
担
額
で

は
厳
し
い
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
卵
が
先
か
、
鶏
が
先
か
み

た
い
な
議
論
に
な
り
ま
す

が
、
今
の
６
便
は
美
里
町
の
停
留

所
か
ら
本
庄
方
面
、
ま
た
は
寄
居

方
面
に
、
朝
利
用
し
た
方
が
帰
り

の
バ
ス
が
な
い
状
況
か
と
感
じ
ま

す
。利
用
率
を
上
げ
る
た
め
に
も
、

便
の
増
設
で
利
用
し
や
す
い
状
況

に
す
る
こ
と
も
大
切
な
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
が
答
弁
を
求
め

ま
す
。

総
合
政

策
課
長
路
線
バ
ス
沿
線
市
町
で

構
成
す
る
県
北
都
市
間

路
線
バ
ス
維
持
対
策
協
議
会
で
協

議
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。


